
 資料１－３  
 

５．政策分野別の目標と復興施策の体系 

 

５－１ 3つの政策分野別の目標と復興施策の７本の柱 

○当面の避難生活を乗り越えるとともに“絆”を深め、なみえの心を未来につなごう 

当面の避難生活を乗り越えられるよう、避難先の自治体や様々な団体と協力・連

携しながら、避難生活の安定化、賠償対策を強力に推し進め、避難を余儀なくされ

ている町民の生活再建を図ります。 

また、町民と浪江町との絆の深化や、教育環境の改善や教育の質の向上による将

来の浪江町を担う人づくりを進め、なみえの心を未来につないでいきます。 

 

＜復興施策の柱＞ 

・当面の避難期における生活の安定 

・町民となみえを繋ぐ“絆”の深化 

・将来のなみえを担う人づくり 

 

○安全・安心な暮らしを取り戻そう 

放射線の管理とそれに基づく除染活動の実施、全町民を対象とする徹底した健康

管理などによって、放射能不安を払しょくすることを目指します。同時に、道路や

上下水道等のインフラを復旧・整備し、防災・減災に配慮したまちづくり、居住環

境の確保を図ることにより、町民の誰もが安全・安心に暮せる環境に取り戻してい

きます。 

 

＜復興施策の柱＞ 

・放射線の不安がないまちづくり 

・防災・減災に配慮したまちづくり 

 

○震災前より暮らしやすい、元気なまちを実現しよう 

健康づくり、医療体制、福祉、それ以外の公共サービスの充実などによって、町

民生活の再生を図ります。 

また、既存産業の復興と新たな産業の創造などが図られ、震災前より暮らしやす

く元気なまち実現していきます。 

 

＜復興施策の柱＞ 

・みんなが健康で暮らすまちづくり 

・産業の復興と創造 

  



５－２ 復興施策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

当面の避難生活を乗り越えるとともに 

“絆”を深め、なみえの心を未来につなごう 

当面の避難期における生活の安定 

町民の方々が避難先等で落ち着いて生活できるよう、生活再建、居住や

就労を支援します。 

○直近の避難生活安定の促進 

○賠償対策の強化 

○避難先自治体との連携 

○所在確認の徹底 

○人と人との絆づくり 

○“ふるさとなみえ”と町民との絆づくり 

○子供たちの学習機会の充実 

○放射線管理及び健康管理 

○行政・公共サービスの安定供給 

 

※下線で記載のある項目は、他の分野において重複記載のある

項目となっています。 

町民となみえを繋ぐ“絆”の深化 

町民どうしの“絆”を、町民と浪江町との“絆”を深めよう。一人でも

多くの町民が将来的に町に帰還できるよう、絆の維持に努めよう。 

○人と人との絆づくり 

○“ふるさとなみえ”と町民との絆づくり 

○生涯浪江町との絆を保つ取組 

将来のなみえを担う人づくり 

学校等の再開、教育環境の向上や高等教育機関の誘致などにより、将来

の浪江町を担う優秀な人材を育成しよう。 

○保育所、幼稚園、小中学校、高校の再開 

○子供たちの学習機会の充実 

○高等教育機会の創出 

○生涯学習の推進 

○雇用・就業支援 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊各施策の詳細は、別添資料「復興に向けた施策」参照 

安全・安心な暮らしを取り戻そう 

震災前より暮らしやすい、元気なまちを実現しよう 

放射線の不安がないまちづくり 

町内のどこでも放射線の心配をせず、安心して生活が出来るようにしよう。 

○徹底した除染 

○放射線管理 

○健康管理 

防災・減災に配慮したまちづくり 

安心して暮らすことができる防災・減災に配慮したまちづくりを進めよう。 

○インフラの整備 

○防波堤、防潮堤の整備 

○緊急避難道や広域交通網の復旧・整備 

○居住の場の確保 

○防災計画の見直し、災害対応力の向上 

○津波被災のあった地域の新しい都市計画 

○大災害の記憶の継承・発信 

産業の復興と創造 

既存産業の復興と新たな産業の創造により、若い世代が戻ってこられる

ような雇用の場を生み出そう。 

○農業の復興 

○水産業の復興 

○林業の復興 

○商工業の復興 

○産業の復興と発展 

○観光の振興 

○再生可能エネルギーによるまちづくり 

みんなが健康で暮らすまちづくり 

震災前より快適で暮らしやすく、全ての町民がいきいきと幸せな生活を

送れるまちを作ろう。 

○行政・公共サービスの安定提供 

○継続的な健康調査の実施 

○高度先進医療・研究機関の誘致 



５－３ 復興施策の展開スケジュール 

 

政策分

野別の

目標 

施策の柱 施策項目 

短期 

H23.3～

26.3 

中期 

H26.4～

28.3 

長期 

H28.4～

33.3 

当 面 の

避 難 生

活 を 乗

り 越 え

る と と

もに、 

“絆”を

深め、な

み え の

心 を 未

来 に つ

なごう 

当面の避

難期にお

ける生活

の安定 

直近の避難生活安定の促進    

賠償対策の強化    

避難先自治体との連携    

所在確認の徹底    

町民とな

みえを繋

ぐ“絆”の

深化 

人と人との絆づくり    

“ふるさと なみえ”と町民と

の絆づくり 

   

生涯浪江町との絆を保つ取り組み    

将来のな

みえを担

う人づく

り 

保育所、幼稚園、小中学校、

高校の再開 

   

子供たちの学習機会の充実    

高等教育機会の創出    

生涯学習の推進    

雇用・就業支援    

安全・安

心 な 暮

し を 取

り 戻 そ

う 

放射線の不

安がないま

ちづくり 

放射線管理    

徹底した除染    

健康管理    

防災・減災

に配慮し

たまちづ

くり 

インフラの復旧・整備    

防波堤・防潮堤の整備    

緊急避難道や広域交通網の復

旧・整備 

   

居住の場の確保    

防災計画の見直し、災害対応

力の向上 

   

津波被災のあった地域の新し

い都市計画 

   

大災害の記憶の継承・発信    

震 災 前

よ り 暮

し や す

い、元気

な ま ち

を 実 現

しよう 

みんなが健

康で暮らす

まちづくり 

行政・公共サービスの安定提供    

継続的な健康調査の実施    

高度先進医療・研究機関の誘致    

産業の復

興と創造 

農業の復興    

水産業の復興    

林業の復興    

商工業の復興    

再生可能エネルギーによるま

ちづくり 

   

観光の振興    


